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① × 1 8 t ② × 1 6

1 8 (
ト 4つ(
_

- ITunes ) = 1 × 1 8

9 (1-421)-6 ( 1 - 2 (2 つ(な)) = 1 8

9 - 36 つ( -6 t 24つ( -12 y = 18
- 12 つ( -12 は = 15 . . . ①

'

16 ( 0 . 25 { 3 ( つし -0.5) +2.5 は } + 1 ) = 0

1 2 つ( t log = - 10 . . . ②
'

- 1 2 つ( -121=15 y = 一事 を ②
'

に代入

十) 12 つし た _等 12 つ( +10 メトも ) = - 1 0

y = _も 12 つ( -25=-10

x = E

( か、 は ) = に
1
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(1) 同じ姜久 を 重複 しない ので 3 E 和 E 13

そのうち
、
4 の倍数 は 4.8.12

(i) 和 が 4 の とき 1 と 3 の 1通り

(ii) 8 の とき 1 と 7,2 と 6,3 と 5 の 3通り 以上

(iii) 12 の とき 5 と 7 の 1通り 5通り
.net/

(2) 3 つ の 数 の 積 が 10 の 倍姜人 なので

5 が 必ず入る 。

5

歎
に

飛 853軺 54炤
○ 。 7 ×

7 〇7 ×
5 - 6 -70

また 、
3 つ とも 奇数 だと

10 の倍数 にならない ので省く 。
以上より 1

/喪
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(1) C の も座標 を t とする と y =ポ(
2

B は t - 8 と 表さ れる ので

C ( t.tt )
、

13 (t- 8
、 北た8)り

> ( 4 ,
4 )

④ BC の傾き = OA の傾き なので 7

本た (本 ( t-8)
2

)

七一
= 1 に 利

i B の も座標 = 6 - 84 七 ら6.sn = 1
,
t = 6

= -2

→

(2)
=等分 する 点 を 1つ と する

。
よもが よ a)(

BC は C -21 ) ( 6 ,
9) を 通る ( 6

.
9 )

ので
、 BC i y = R t 3

。 '
D は BC上 の 点 な ので

に 、 り

3
・

7

>

D ( S .
St 3 ) を 表せる 。 V5

△ 0 BD = 3 × ( 2+ S ) × t
の 台形 。As

1 + 8 + B

= (1+9)×8 × Iq = も ( 2 t S ) △一

| 一 (1+8+13) = 1 8 )S = 4

D ( 4 ,
7 ) なので 9 =

7
年 i. △0 BD = 18÷2 = 9→
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E 45
0

=

-

2 cm
38 つ

鄹 り り )

60
° 30

°

45 °

(1)
△ PH A で たた た より

P
-

z
HA = PA ÷E = E cm = PH

△ 0 PH で 1 : 2 : FS より

0 し げ り '
A OH = PH × B = F cm

3 0
°

45
°

以上 より OA = OH t HA

t.FI/Q
R △ ORC 三 △ OPA で

R から OP へ の 垂糸晃 を 下ろし

交点 を S と する と

。 ⇒:
諟 P

し △ 0 RS 三 △ O PH となり
、

H
RS = PH = F

④ ( 1 ) より PHET なので
i. △0 RP = OP × RS × I

OP = 2た
二 V2 × Ext = 2

以上より 四角形 OPRQ = △ 0 RP × 2

= 2× 2 = 4
/
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(I)

p
P は 1秒後に 大 cm 進むので

鄖 移動 した 中心角 を ぴ と する と
、

燙、 1餅 3 T = 4 × 2 × 大 × ATA = 45 °

45°

Q も 同様 に 、 半径 2 cm なので

= 2 × 2 × 大 ×事。
D = 45

°

☒ △ D CQ は DQ = DC の 二等辺三角形 なので

底角 < DCQ = ( 180245 。 ) ÷ 2 = 67
.
5
'

☒ LPCQ = 1 802 ( LDCQ t <BCP )

= 1800-(67.5°+450) = 67
. 5

°

→



P

2秒後は < PCB = <Q DC = 90
°

Q

となり
、
石図 △ PQ C となる 。

7 7

P
Q から PC へ の

L E
垂線 と PC と の

Q 交点 を E と する 。

C
i △ CPQ

= PC × QE × も四角形 Q DCE は 図

DC = 2 cm の 正方形
= 4 × 2×t

と なる ので QE = 2cm
。

ニ くい2-1-1

七秒後 につい て

< PCB = 45ピ
、
< QDC = 45ピ 州バ

"

G Q / P
2
R -

1

カ チ
AI

2 0た
Q が C より 下 の とき は

、

△ CPA の 面禾責 が 2cm2 に なる のは 、

△ QC P の 高 さ QF = 1cm の とき 。 Ce 。
30
° D と この 150

°

の とき 。

150 °
^

CQ /CP より GC = 1 cm と なる
45た 30 45た 150ので GE 、

と なる の は
たる t

A で 2 4
3 0

°

の とき

、 、 以上より る秒後 と 8 < 1連
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(1)

D B C D
Aく、災A \ B

6

AG = fazzht
E
'

\F g H/
E

= 2T

AE = ndtryi
= 4な

器 =選り



A
'

A B Q C
i
- -
- -

1 1
1 1 1
1 1 1

i Pi i
1
_ _ _

1 '

E
G

の △ ABQcs △ G CQ より A Q R C
「 7 ・ 7

BQ = QC = 1 i 2 より 1- 1 1

1 2 ② P 1 1

BQ = 2 × 5 = 5
. . . D ③ '

に AQ = AB + BQ G 」

= 2 +る =

JRA
•

• p
い ・ 幽

☒ GE = 4 より B

△ APQ い △ EPG で

j : 4 = 2 : 3 . . . ②
= AP i PE 求める APは この直方体の

対角線の長 さ 。

2、
-
D 2ころ より

RP = CG付 二 f -.- ③
nr



△QGC い △ QPR で
A Q R C

QP : QG = Q R i QC
「で て

N 1

2 = 5 = QR i ( 2 - j ) ② P 1 1

8 な ③ !QR 二

石 ☐より G 4

☒ (※ ) の 図より

BR = BQt QR R

= j + f = f . . . 回 A •

がQ
. . . (※ )

B
・ P

④ 対角線
AP = 1-132 +13122+121ってへんてこ
= 2

2
+ は )なにが6fhhn.tt

=

④ ③

= 麹矬かい
= A

= 2たい
-_-✗


